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日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

3 金 民謡の会 14:00～16:00 藤城の家よりみち 宮　杉

7 火 伏見区老連春季GG大会 8：30～ 淀競馬場 大　西

10 金 G.G練習　総会 9：30～ 北堀公園 坪内・佐々木

11 土 定例役員会 10：00～ 藤城の家よりみち 鈴木・高橋

　第4回雀友会春季大会　　 13:00～17：30

　　昨年12月（冬季大会）に出場されて今大会に参加出場

14 火 野間・田原

藤井夫妻

民謡の会 14:00～16:00 藤城の家よりみち 宮　杉

21 火 細川・瀬田

24 金 松村・中西

28 火 上西・西村

G.G　練習 9：30～ 北堀公園

G.G練習は10日（金）9時30分から再開します。同日総会を実施します。

9：30～ 北堀公園

17 金

G.G　練習

     　　  令　和　　8　年　4 　月

14：45～17：15終了　計算～表彰～片付け解散12 日 松　村

集合12：40　13：00～14：30一回戦後計算筆記～2回戦へ 藤城の家よりみち

出来ない人は必ず4/7（火）迄に連絡の事（必至）
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  第
２
回 

伏
見
区
す
こ
や
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

庶
務
部 

 

鈴
木
美
恵
子 

３
月
２
６
日
（
木
）
、
京
都
競
馬
場
み
ど
り
の
広
場
に
て
、
第
２
回
伏
見

区
す
こ
や
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
時
間
は
午
前
１
０
時

３
０
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
参
加
者
数
は
な
ん
と

１
２
５
２
名
と
、
大
盛
況
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
藤
城
か
ら
も
２
０
数

名
が
参
加
し
、
春
休
み
中
と
あ
っ
て
子
ど
も
連
れ
の
姿
も
目
立
ち
、
会
場

は
終
始
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。 

前
日
の
雨
に
は
少
し
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
「
さ
す
が
競
馬

場
、
晴
れ
を
引
き
当
て
る
運
も
一
流
？
」
と
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
お
天

気
に
。
薄
曇
り
か
ら
晴
れ
へ
と
回
復
し
、
桜
も
三
分
咲
き
な
が
ら
「
よ
う

来
た
ね
」と
ば
か
り
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
宮
本
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
３
名
の
祝
辞
と
続
き
、

し
っ
か
り
と
し
た
式
典
ム
ー
ド
。
そ
の
一
方
で
、
京
都
競
馬
場
様
か
ら
今

年
の
干
支
が
「
午
（
う
ま
）
」
と
い
う
こ
と
で
、
蹄
鉄
１
０
０
個
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
配
ら
れ
、
「
こ
れ
で
運
気
も
右
肩
上
が
り
？
」
と
、
皆
さ
ん
し
っ
か
り

握
り
し
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
の
京
都
府
警
音
楽
隊
＆
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
奏
は
華
や
か

で
、
思
わ
ず
足
で
リ
ズ
ム
を
取
る
人
も
ち
ら
ほ
ら
。
伏
見
警
察
署
生
活
安

全
課
に
よ
る
詐
欺
防
止
の
お
話
で
は
、
「
う
ま
い
話
に
は
ご
用
心
」
と
、
こ

ち
ら
も
競
馬
場
に
ぴ
っ
た
り
（
？
）
の
教
訓
が
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。 午

後
の
ス
テ
ー
ジ
は
一
転
し
て
お
楽
し
み
タ
イ
ム
。
和
太
鼓
の
迫
力
あ

る
音
で
ス
タ
ー
ト
し
、
社
交
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、
琴
の
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
・
銭
太
鼓
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に
展
開
。
最
後
は
女
性
プ
ロ
歌
手
に
よ
る

歌
謡
シ
ョ
ー
で
締
め
く
く
ら
れ
、
会
場
は
拍
手
と
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し

た
。 藤

城
か
ら
も
、
社
交
ダ
ン
ス
に
木
村
様
ご
夫
妻
、
日
本
舞
踊
に
布
施

様
・
森
本
様
が
出
演
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
し
っ
か
り
披
露
。
応

援
に
も
自
然
と
力
が
入
り
ま
し
た
。 

一
日
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、
「人
が
集
ま
る
と
、
こ
ん
な
に
も
元
気
に

な
る
も
の
か
」
と
い
う
こ
と
。
笑
顔
と
ふ
れ
あ
い
が
あ
ふ
れ
る
会
場
は
、
ま

さ
に
「
す
こ
や
か
」
そ
の
も
の
。
蹄
鉄
の
ご
利
益
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、

心
に
は
し
っ
か
り
元
気
の
お
土
産
を
い
た
だ
い
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 
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藤城学区社会福祉協議会 

【健康すこやか学級】 

 

 ＊第 2木曜日 レクリエーション 

 ＊第 3木曜日 クラフト（作品作り） 

場所：藤城の家「よりみち」 

  10時～12時 参加無料 

参加資格：65歳以上の自立（支援 1・2）の方 

自治会に未加入の方はご相談下さい 

 
2/19 吊るし飾り毬作り 

   
3/12皆で輪唱♪      *サッカーゲームの様子 

4月の開催日 9日・16日 
問合せ先：090-6915-9781 諸藤 
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  藤城ニューフレンドだより

健康部　岩崎徳次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年度もよろしくお願いします。

＊　４月７日（火）に伏見区老連春季グラウンド・ゴルフ大会が淀競馬場グラウンドにて行わ

　　　れます。　成績優秀者は市老連大会へ出場されます。

＊　３月１０日（火）に藤城ニューフレンドグラウンド・ゴルフクラブ春季大会が２７名の参加

　　　にて開催され、戻り寒波のなか優勝目指し皆さん奮闘されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、優勝、準優勝及び６位までの上位入賞の方は次の通りです。（敬称略）

優　勝　　　　　　　　　　　　　大西勝彦　　３３点　　２ケ ４位入賞 小園君枝　　　３８点

準優勝　　　　　　　　　　　　　藤田元茂　　３６点　　１ケ ５位入賞　　　　　野間康男　３９点１ケ

３位入賞　　　　　　　　　　　　　瀬田ヨシ子　３７点　　１ケ ６位入賞 藤井信夫　４１点１ケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数字はスコア、ホールイン１　の順です）

　　大西さん 　　藤田さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真は喜びの優勝者、準優勝者、３位入賞者の方たちです。

*　 お知らせ

長年最高齢（９６歳）として活躍され、3月末で退部されました尾形はるみさんからクラブや

ボールを寄贈頂きました。また寄付金も賜りました。、クラブ内で有効に活用させて頂きます。

　ありがとうございました。

＊　４月１０日（金）から練習を再開します。１０日は練習前に総会を開催させていただきます。

　　　R７年度の会計決算及び８年度の予算（案）、について提案させていただきます。

　　　　　　瀬田さん
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男性

開催日 参加者
平均

スコア
H-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

３日 10 19.78 4 岩崎②　大西　藤井

６日 10 21.10 6 野間②　坪内　藤井　細川　松村

１０日 9 21.70 3 　上西　坪内　細川

１３日 8 20.87 8 坪内③　細川③　上西　大西

１７日 11 21.97 5 公文代　坪内　野間　藤井　細川

２０日 10 22.7 5 藤井②　野間　藤田　細川

２４日 11 22.10 6 上西　大西　坪内　野間　藤井　細川

２７日 11 21.15 9

計８日 80 21.7 46

女性

３日 7 22.43 3 池田　今川　藤井

６日 11 23.20 4 池田　今川　西村　藤井

１０日 10 22.50 4 小園　瀬田　田原　藤井

１３日 12 20.94 12 原田③西川②西村②　池田　今川　小園　瀬田　西出喜

１７日 10 21.23 10 小園②　佐々木②　池田　今川　瀬田　田原　原田　藤井

２０日 13 22.56 7 原田②　池田　小園　田原　中西　西川　

２４日 11 23 5 坂田②　瀬田　谷口　藤井

２７日 13 22.32 5

計８日 87 22.26 50

令和８年２月　グラウンド・ゴルフ成績表　

田原②　瀬田　　西川　西出喜

坪内③　大西　公文代　野間　藤井　藤田　細川

＊ 練習は４月１０日（金）から再開します。開始時間は９時３０分です。（３月号の練

習開始時間を訂正します）    偶数月のため右回りコースになります。  

＊ ４月１０日は練習前に令和８年度総会を開催します。令和７年度決算及び令和８年度

予算（案）等の案件を承認願うことのほか会員名簿、連絡網などの配布を予定して

います。  

    なお、当日練習中止となったときは以降の練習前に開催させていただきます。  
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  思
い
っ
き
り
春
と
ふ
れ
合
う 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
報
告 

兜
山
町 

 

高
橋 

 

猛 

令
和
８
年
３
月
２
７
日
（
金
）
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
（右
京
区
若
手

委
員
会
担
当
）
主
催
の
「
思
い
っ
き
り
春
と
ふ
れ
合
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
、
西
京
極
総
合
運
動
公
園
か
ら
仁
和

寺
ま
で
の
お
よ
そ
５
キ
ロ
。
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
歩
く
、
心
地
よ
い

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
全
体
で
約
７
３
０
名
が
参
加
し
、
伏
見
区
老
連
か
ら
は
４
１

名
（
う
ち
藤
城
３
名
）
が
参
加
。
集
合
場
所
の
西
京
極
総
合
運
動
公
園
に

は
、
朝
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

コ
ー
ス
は
、
西
京
極
総
合
運
動
公
園
を
出
発
し
、
天
神
川
東
側
を
北

上
、
右
京
ふ
れ
あ
い
文
化
会
館
、
Ｊ
Ｒ
花
園
駅
を
経
て
、
双
岡
の
「
つ
れ

づ
れ
の
道
」
を
通
り
、
仁
和
寺
前
へ
と
至
る
約
２
時
間
の
行
程
で
す
。 

道
中
、
天
神
川
沿
い
で
は
桜
並
木
が
見
事
に
咲
き
誇
り
、
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ

や
コ
ブ
シ
の
花
も
彩
り
を
添
え
、
ま
さ
に
春
爛
漫
。
見
上
げ
れ
ば
青
空
が

広
が
り
、
歩
い
て
い
る
う
ち
に
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。 

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
双
岡
の
「
つ
れ
づ
れ
の
道
」
。
静
か
な
雰
囲
気
の

中
で
自
然
を
感
じ
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
、
心
に
残
る
ひ
と
区
間
と

な
り
ま
し
た
。 

春
の
景
色
と
と
も
に
、
参
加
者
同
士
の
交
流
も
深
ま
り
、
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
機
会
を
大
切
に
し
、
健

康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

  

 

営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 

つれづれの道 天神川桜並木 
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こ
う
し
た
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
は
主
に
家
族
が
担
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
代
で
は
家
族
の
形
も
変
わ
り
、
「
家
族

に
頼
る
こ
と
が
難
し
い
」
と
い
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
高
齢

者
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。 

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
家
族

の
代
わ
り
に
生
活
や
手
続
き
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で

す
。 

内
容
は
事
業
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
主
に
次
の
よ
う

な
支
援
が
あ
り
ま
す
。 

ま
ず
一
つ
は
「
身
元
保
証
」
で
す
。
病
院
へ
の
入
院
や
高
齢

者
施
設
へ
の
入
居
の
際
に
は
、
保
証
人
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
身
近
な
家
族
が
い
な
い
場

合
、
こ
の
保
証
人
が
見
つ
か
ら
ず
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
保
証
人
の
役
割
を
引
き
受
け
る
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。 

次
に
「
生
活
支
援
」
で
す
。
例
え
ば
、
通
院
の
付
き
添
い
、

買
い
物
の
手
伝
い
、
役
所
で
の
手
続
き
の
補
助
な
ど
、
日
常

生
活
を
支
え
る
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
安
否
確

認
を
行
う
「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
も
あ
り
ま
す
。 

「
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」連
載 

～
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
支
え
る
新
し
い
仕
組
み
～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス
ガ
マ
行
政
書
士
事
務
所 

 

須

釜 

豊 

  

近
年
、
日
本
で
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

総
務
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
高
齢
者
世
帯
の
中
で
も
「
単
独
世

帯
」
、
つ
ま
り
一
人
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
遠
方
に
住
ん
で
い
る
、
配
偶
者
に
先

立
た
れ
た
、
そ
も
そ
も
身
近
に
頼
れ
る
親
族
が
い
な
い
な
ど
、
理

由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

 

多
く
の
方
は
日
常
生
活
を
問
題
な
く
送
っ
て
い
ま
す
が
、
年
齢

を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
少
し
ず
つ
不
安
を
感
じ
る
場
面
も
出
て
き

ま
す
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。 

 

・
急
に
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
手
続
き
は
ど
う
す
れ

ば 

よ
い
の
か 

・施
設
に
入
居
し
た
い
が
、
保
証
人
が
い
な
い 

・通
院
や
買
い
物
の
付
き
添
い
を
頼
め
る
人
が
い
な
い 
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高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、「
家
族
が
い
な
い
人
の
た
め

の
も
の
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
、
家
族
が
遠
方

に
住
ん
で
い
る
場
合
や
、
家
族
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い
と
考

え
る
方
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
の
新
し
い
支
え
合
い
の
仕
組
み
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

今
後
こ
の
連
載
で
は
、
身
元
保
証
サ
ー
ビ
ス
、
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
、
家
族
代
行
、
任
意
後
見
制
度
な
ど
、
高
齢
期
の
生
活
を

支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
老
後
を
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

ま
た
、「
こ
ん
な
こ
と
が
知
り
た
い
」「
こ
の
制
度
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
」
な
ど
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う

ぞ
ご
遠
慮
な
く
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
連
載
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

LineID       

連
絡
先 

 
live.ys@icloud.com 

電 

話    
090-7765-0544 

  

さ
ら
に
、
「
終
身
サ
ポ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
入
院
や
施
設
入
居
の
手
続
き
だ
け
で
な

く
、
亡
く
な
っ
た
後
の
手
続
き
（
葬
儀
や
役
所
へ
の
届
け
出
な

ど
）
ま
で
含
め
て
支
援
す
る
も
の
で
す
。
近
年
は
、
こ
う
し
た

死
後
の
手
続
き
に
つ
い
て
も
事
前
に
準
備
し
て
お
き
た
い
と
考

え
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
、
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
サ 

ー
ビ
ス
は
民
間
の
事
業
者
が
提
供 

す
る
こ
と
が
多
く
、
内
容
や
費
用
、 

契
約
条
件
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

そ
の
た
め
、
契
約
す
る
際
に
は
、 

ど
の
よ
う
な
支
援
が
含
ま
れ
て
い 

る
の
か
、
費
用
は
ど
の
程
度
か
か 

る
の
か
、
途
中
解
約
は
で
き
る
の 

か
な
ど
、
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ 

と
が
大
切
で
す
。 

ま
た
、
す
べ
て
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
任
せ
る
の
で
は
な

く
、
行
政
の
制
度
や
地
域
の
支
援
と
組
み
合
わ
せ
て
考
え
る
こ

と
も
重
要
で
す
。 

 

例
え
ば
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
自
治
体
が
提
供
し
て
い
る
支
援
も
多
く
あ
り
ま
す
。 
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  大
文
字
山
の
思
い
出 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

「大
文
字
山
に
登
っ
て
み
な
い
？
」私
は
次
男
の
嫁
に
尋
ね
た
。

「登
り
た
い
！
」
即
答
だ
っ
た
。 

年
に
一
度
、
大
文
字
山
の
頂
上
で
、
あ
る
人
達
と
出
逢
う
約
束

を
し
て
い
る
事
は
以
前
に
話
を
し
て
い
た
。
今
回
で
４
度
目
に
な

る
の
か
。 

４
年
前
の
２
月
末
、
私
が
一
人
で
登
っ
た
時
の
こ
と
。
た
ま
た
ま

大
阪
か
ら
来
て
い
た
若
い
人
達
と
、
言
葉
を
交
わ
し
、
別
れ
る
間

際
に
私
は
言
っ
た
。
「来
年
も
う
一
度
こ
こ
で
出
逢
い
ま
せ
ん
か
。
」

す
る
と
「
エ
モ
い
！
」と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。
こ
の
言
葉
の

意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
“Em

o
tio

n
a
l

”（エ
モ
ー
シ

ョ
ナ
ル
の
略
語
）を
も
じ
っ
た
若
者
言
葉
だ
っ
た
。
互
い
に
連
絡
先

も
告
げ
ず
に
、
一
年
に
一
度
だ
け
約
束
し
た
場
所
で
、
約
束
し
た

時
間
に
会
い
ま
し
ょ
う
。
と
い
う
計
画
で
す
。
「
エ
モ
い
！
」と
は

「感
動
的
！
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
ね
。 

こ
の
話
を
聞
い
た
次
男
と
嫁
が
、
こ
れ
が
真
実
か
ど
う
か
を
自

分
の
目
で
確
か
め
た
い
と
思
っ
た
の
か
。
今
回
は
前
日
か
ら
私
の

家
で
泊
ま
り
、
朝
は
９
時
す
ぎ
に
車
で
先
ず
銀
閣
寺
近
く
の
駐
車

場
に
向
か
っ
た
。
頂
上
に
は
１
２
時
３
０
分
ま
で
に
登
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
登
り
口
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
ゆ
っ
く
り
と
登
り 

始
め
た
。 

若
い
二
人
は
さ
っ
さ
と
登
っ
て
い
く
。
身
軽
に
、
ど
ん
ど
ん
先
を

歩
い
て
い
く
。
何
度
も
登
っ
て
い
る
私
が
置
い
て
い
か
れ
そ
う
に

な
っ
た
。
大
の
字
の
火
床
の
と
こ
ろ
ま
で
３
０
分
位
で
到
着
し
た
。

そ
こ
か
ら
見
え
る
京
都
市
街
の
全
景
が
素
晴
ら
し
く
、
義
理
の
娘

は
「ワ
～
～
ッ
！
！
」と
声
を
あ
げ
た
。
火
床
に
立
っ
て
下
界
を
見

下
ろ
せ
ば
、
誰
で
も
感
動
す
る
だ
ろ
う
。
ま
し
て
初
め
て
な
ら
、
な

お
さ
ら
だ
。
京
都
の
北
の
端
か
ら
南
の
端
ま
で
見
渡
せ
て
、
大
阪

の
高
層
ビ
ル
も
た
く
さ
ん
見
え
る
。
冬
の
空
気
が
澄
ん
だ
日
に

は
、
大
阪
湾
の
海
ま
で
見
え
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
向
か
い

に
吉
田
山
、
そ
の
先
に
京
都
御
所
、
そ
の
北
に
下
鴨
神
社
、
手
前
に

は
緑
の
芝
生
の
京
都
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
見
え
る
。
京
都
タ
ワ
ー

も
遠
く
に
小
さ
く
見
え
る
。
京
都
市
街
地
の
全
貌
が
見
渡
せ
る
こ

の
大
文
字
山
は
素
晴
ら
し
い
。 

休
む
暇
も
な
く
、
私
た
ち
は
三
角
点
（頂
上
）
を
目
指
し
た
。
こ

こ
か
ら
は
き
つ
い
登
り
坂
も
あ
り
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
あ
り
結
構

な
距
離
が
あ
る
。
健
脚
で
も
２
０
分
位
か
か
る
か
な
。
若
い
二
人

は
軽
々
と
先
を
進
ん
で
行
く
。
ま
っ
た
く
疲
れ
を
知
ら
な
い
。 

人
間
の
身
体
は
不
思
議
な
も
の
で
、
し
ば
ら
く
山
を
登
り
始
め

る
と
、
そ
う
で
す
ね
２
０
分
か
ら
３
０
分
位
経
過
す
る
と
身
体
が

「
山
登
り
の
身
体
」に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
す
る
。
私
が
マ
ラ

ソ
ン
に
熱
中
し
て
い
た
頃
も
、
同
じ
よ
う
な
経
験
が
あ
る
。
走
り

始
め
て
し
ば
ら
く
す
る
と
「走
る
身
体
」
に
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て 
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椅
子
に
座
っ
て
い
た
息
子
と
そ
の
嫁
。 

そ
の
後
、
一
時
間
位
、
ワ
イ
ワ
イ
と
色
ん
な
話
に
花
が
咲
い
た
。

私
は
、
そ
の
日
は
朝
か
ら
パ
ン
を
焼
き
、
皆
な
に
食
べ
て
も
ら
っ

た
。
コ
ー
ヒ
ー
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
用
意
し
て
、
輪
に
な
っ
て
手

作
り
の
パ
ン
を
ほ
う
張
り
な
が
ら
、
楽
し
く
楽
し
く
会
話
を
楽
し

ん
だ
。 

１
時
間
半
ほ
ど
で
、
頂
上
に
辿
り
着
き
、
汗
を
か
い
た
後
の
、
食

事
の
味
は
格
別
だ
。
山
の
上
で
食
べ
る
食
事
は
最
高
だ
。 

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら
、
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
と
お
話
を

す
る
。
こ
ん
な
時
間
が
至
福
の
時
！ 

 

「今
日
は
京
都
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
友
人

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
３
時
間
２
５
分
で
ゴ
ー
ル
す
る
と
宣
言
し
、

ち
ょ
う
ど
今
、
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。
今
、
京
都
市
内
を
何
万
人

と
い
う
ラ
ン
ナ
ー
が
走
っ
て
い
ま
す
。
」 

「来
年
は
皆
な
で
、
京
都
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！
」と

私
は
調
子
に
乗
っ
て
提
案
し
た
。
「ワ
～
ッ
！
」と
歓
声
が
大
文
字

山
に
こ
だ
ま
し
た
。 

来
年
の
約
束
も
し
た
。
「次
は
２
月
の
〇
〇
日
の
〇
〇
時
に
ま

た
こ
こ
で
ね
。
会
い
ま
し
ょ
う
ね
！
」 

息
子
夫
婦
に
と
っ
て
も
こ
の
日
は
特
別
の
日
に
な
っ
た
。
こ
の

不
思
議
な
縁
が
取
り
持
つ
仲
間
た
ち
に
と
っ
て
、
良
い
思
い
出
に

な
る
だ
ろ
う
。
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
！ 

  

快
感
の
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
る
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
ラ
ン
ナ
ー
ズ

ハ
イ
と
い
う
状
態
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
ド
ー
パ
ミ
ン
と
か
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
の
よ
う
な
ホ
ル
モ
ン
物
質
が
分
泌
さ
れ
て
脳
内
が
興
奮
状
態

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

何
と
か
約
束
の
時
間
ま
で
に
頂
上
に
到
着
し
た
。
「ワ
～
～

ッ
！
！ 

久
し
ぶ
り
～
～
！
！
」一
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
あ
っ

た
。 「今

回
は
私
の
息
子
と
そ
の
嫁
も
き
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
い
る
か

分
か
り
ま
す
か
？
」と
尋
ね
た
。
周
り
を
見
渡
し
て
す
ぐ
に
「分
か

っ
た
～
！ 

あ
の
人
で
し
ょ
～
！
」少
し
離
れ
た
所
に
あ
る
丸
太
の 

大文字山山頂にて 
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「京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
今
期
は
優
勝
へ
！  

福
岡
慎
平
選
手
に
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
の 

施
術
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
！
」 

 

       

こ
ん
に
ち
は
。
京
都
伏
見
・
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
の
清
水
友
浩
で
す
。

先
日
、
広
島
か
ら
四
国
へ
と
車
を
走
ら
せ
、
満
開
の
桜
を
巡
る
旅
を
し
て
き

ま
し
た
。
山
あ
い
の
桜
、
海
沿
い
の
桜
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
美
し
さ
が
あ
り
、

日
本
の
春
の
豊
か
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
…
ひ
と
つ
失
敗
も
（笑
）

吉
備
Ｓ
Ａ
で
空
腹
の
ま
ま
バ
ナ
ナ
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
た
瞬
間
、
血
糖
値
が

一
気
に
上
が
り
、
そ
の
後
急
降
下
。
い
わ
ゆ
る
“
血
糖
値
ス
パ
イ
ク
”で
強
烈

な
眠
気
に
襲
わ
れ
、
結
局
も
う
一
度
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
仮
眠
を
と
る
こ

と
に
。 

「
食
べ
方
ひ
と
つ
で
体
の
状
態
は
大
き
く
変
わ
る
」こ
れ
も
ま
た
、
日
々

の
臨
床
と
同
じ
だ
な
と
実
感
し
た
出
来
事
で
し
た
。 

 

今
月
は
素
敵
な
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
お
話
を
！ 

■ 

サ
ン
ガ
と
共
に
育
っ
た
原
点 

私
は
ク
ラ
ブ
創
生
期
に
小
学
生
で
し
た
。
父
の
仕
事
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
夏
休
み
に
帰
国
す
る
た
び
に
西
京
極
へ
通
い
、

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
を
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
旗
を
振
り
、
声
を
出
し
、
選

手
た
ち
の
プ
レ
ー
に
一
喜
一
憂
す
る
。
あ
の
時
の
体
験
は
、
た
だ
の
思
い

出
で
は
な
く
「
自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
」に
な
っ
て
い
ま
す
。 

人
は
感
動
体
験
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
の

頃
に
何
に
触
れ
る
か
は
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

■ 

応
援
し
続
け
る
と
い
う
力 

大
人
に
な
り
、
京
都
伏
見
・
大
亀
谷
で
開
業
し
、
家
庭
を
持
ち
、
忙
し
い

日
々
の
中
で
も
サ
ン
ガ
を
応
援
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
２
時
代
の
長
い

低
迷
期
。
結
果
が
出
な
い
苦
し
い
時
期
。
そ
れ
で
も
応
援
を
や
め
な
か
っ

た
理
由
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。
「好
き
だ
か
ら
」こ
の
純
粋
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

実
は
人
生
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
チ

ョ
ウ
監
督
の
も
と
チ
ー
ム
は
大
き
く
成
長
し
、
Ｊ
１
上
位
を
狙
え
る
存
在

へ
。
長
く
応
援
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
変
化
が
よ
り
嬉
し
く
、
感
慨
深

く
感
じ
ま
す
。 

 
■ 
ス
タ
ジ
ア
ム
移
転
が
も
た
ら
し
た
も
の 

西
京
極
か
ら
亀
岡
の
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
移
転
。
個
人
的
に
は
「城
陽
が
良
か

っ
た
な
ぁ
」
と
思
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
（
笑
）、
ク
ラ
ブ
の
発
展
を
考
え 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

 
 
 
 
 

院
長 

清
水 

友
浩 
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■ 

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
が
も
た
ら
す
回
復
革
命 

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
は
水
分
子
レ
ベ
ル
に
働
き
か
け
、
体
内
の
循
環
を
高
め
る

敷
く
だ
け
で
い
い
マ
ッ
ト
の
カ
タ
チ
を
し
た
サ
ポ
ー
ト
機
器
で
す
。
こ
こ

で
重
要
な
の
は
「
循
環
」で
す
。
人
間
の
体
は
、
血
液
・リ
ン
パ
・
細
胞
間

液
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
こ
と
で
正
常
に
機
能
し
ま
す
。
し
か
し

疲
労
や
ス
ト
レ
ス
で
こ
の
流
れ
が
滞
る
と
、 

○
老
廃
物
が
溜
ま
る 

 
 

○
筋
肉
が
硬
く
な
る 

○
回
復
が
遅
れ
る
、
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
は
こ
の
循
環
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
○
疲
労
回
復
の
加
速 

○

筋
肉
の
柔
軟
性
向
上 

○
自
律
神
経
の
安
定
、
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ア

ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
「ど
れ
だ
け
早
く
回
復
で
き
る
か
」は
勝
敗
を
分
け

る
重
要
な
要
素
で
す
。 

 

■ 

福
岡
慎
平
選
手
と
の
時
間 

福
岡
選
手
は
半
月
板
手
術
後
、
復
帰
を
目
指
す
タ
イ
ミ
ン
グ
で
来
院

さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
お
会
い
し
て
感
じ
た
の
は
、
非
常
に
穏
や
か
で
あ

り
な
が
ら
、
内
側
に
強
い
芯
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
言
葉
の
奥
に
あ
る
覚

悟
、
目
の
奥
に
あ
る
闘
志
。
ま
さ
に
“武
士
”の
よ
う
な
存
在
で
す
。
施
術

に
も
真
摯
に
向
き
合
い
、
体
の
変
化
を
素
直
に
受
け
取
る
姿
勢
は
、
一

流
選
手
そ
の
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

■ 

二
男
の
挑
戦
と
「
本
物
に
触
れ
る
力
」 

我
が
家
の
二
男
も
、
宝
ヶ
池
ま
で
毎
日
通
い
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
に
打 

る
と
、
非
常
に
大
き
な
一
歩
で
す
。 

ス
タ
ジ
ア
ム
は
単
な
る
試
合
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
活
性

化
、
経
済
の
循
環
、
人
の
流
れ
を
生
む
「
拠
点
」
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域

が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
新
し
い
価
値
が
生
ま
れ
る
。
サ
ン
ガ
は
今
、
そ
の

フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。 

 

■ 

背
骨
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
本
質 

こ
こ
か
ら
は
、
私
の
専
門
分
野
の
お
話
で
す
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
は
単
な
る
「
骨
を
鳴
ら
す
施
術
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
背
骨
を
整
え
る

こ
と
で
神
経
の
働
き
を
最
適
化
し
、
体
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。
背
骨
に
は
脳
か
ら
の
指
令
を
伝
え
る
神
経
が
通

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
経
伝
達
が
乱
れ
る
と
、 

○
筋
肉
が
う
ま
く
使
え

な
い 

○
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る 

○
回
復
が
遅
れ
る
、
と
い
っ
た
状
態
に

な
り
ま
す
。 

逆
に
背
骨
が
整
う
と
、
○
筋
肉
の
連
動
が
良
く
な
る 

○
無
駄
な
力
み

が
取
れ
る 

○
判
断
力
・
集
中
力
が
上
が
る
、
つ
ま
り
「
動
き
の
質
」が
根

本
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
だ
け
で
な
く
、
日
常

生
活
に
も
直
結
し
ま
す
。 

 

■ 

想
い
が
現
実
を
引
き
寄
せ
る 

「
い
つ
か
サ
ン
ガ
の
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
そ
う
思
い
続
け
、
行

動
を
積
み
重
ね
て
き
た
結
果
―
―
福
岡
慎
平
選
手
と
ご
縁
が
つ
な
が
り

ま
し
た
。
こ
の
流
れ
を
作
っ
て
く
れ
た
の
が
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
で
す
。 
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ち
込
ん
で
い
ま
す
。
雨
の
日
も
、
寒
い
日
も
、
自
分
の
夢
の
た
め
に
行
動 

し
続
け
る
姿
は
、
親
と
し
て
誇
り
で
す
。
そ
ん
な
彼
に
と
っ
て
、
福
岡
選

手
と
の
対
面
は
特
別
な
時
間
で
し
た
。
院
に
入
っ
て
き
た
瞬
間
か
ら
緊

張
で
ガ
チ
ガ
チ
（笑
） 

そ
れ
で
も
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
差
し
出
し
、
サ
イ
ン

を
も
ら
う
姿
。
そ
の
一
連
の
流
れ
を
見
て
い
て
、
私
は
確
信
し
ま
し
た
。

「
本
物
に
触
れ
る
こ
と
で
、
人
は
一
気
に
成
長
す
る
」あ
の
日
、
彼
の
中

で
何
か
が
変
わ
っ
た
は
ず
で
す
。 

今
シ
ー
ズ
ン
は
Ｊ
リ
ー
グ
の
転
換
期
。
春
開
幕
か
ら
秋
開
幕
へ
。
短
期

決
戦
の
中
で
重
要
に
な
る
の
は
「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
と
「回
復
力
」で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
自
身
も
一
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
そ
し
て
施
術
家

と
し
て
、
全
力
で
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

実
年
会
の
皆
様
も
ぜ
ひ
、
サ
ン
ガ
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！ 

 

■ 

ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
を
つ
く
る
栄
養
学 

最
後
に
、
と
て
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
人
が
元
気
に
動
く
た
め
に

必
要
な
の
は
「ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
体
」
。
そ
の
た
め
に
は
栄
養
が
不
可
欠

で
す
。
特
に
重
要
な
の
が 

○
タ
ン
パ
ク
質
（体
と
心
の
材
料
） 

○
良
質

な
脂
質
（脳
と
神
経
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
）こ
れ
ら
が
不
足
す
る
と
、
や
る
気

も
体
力
も
落
ち
て
い
き
ま
す
。 

当
院
で
は
プ
ロ
ラ
ボ
製
品
を
活
用
し
、
内
側
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
今
期
優
勝
へ
！ 

楽
し
み
で
す
！ 

サ
イ
ン
も
飾
っ
て
ま
す
の
で
ぜ
ひ
来
院
の
際
に
み
て

下
さ
い
ね
。 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
は
最
新
の
乗
る
だ
け
で
体
が
柔
ら
か
く
な
る

最
新
特
許
マ
シ
ン
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
を
導
入
し
て
ま
す
。
水
分
子
を
小
さ
く
す
る

の
で
若
々
し
く
な
り
ま
す
よ
♪ 

交
通
事
故
の
治
療
も
得
意
と
し
て
い

ま
す
。
日
常
の
ケ
ガ
も
手
当
て
し
ま
す
。
「あ
！
こ
け
ち
ゃ
っ
た
」「
足
首

や
手
首
を
捻
挫
し
ち
ゃ
っ
た
」「
ぶ
つ
け
ち
ゃ
っ
た
！
」
場
合
や
ご
家
族
や

知
人
で
交
通
事
故
の
ケ
ガ
に
遭
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
大
亀
谷
し
み
ず
接

骨
院
ま
で
０
７
５-

２
０
０-

６
１
２
４
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
♪ 

柔
道

整
復
師
は
ケ
ガ
を
治
す
プ
ロ
で
す
。
「こ
れ
く
ら
い
で
大
丈
夫
」
と
思
っ
て

放
置
し
て
骨
折
し
て
い
た
人
も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
ポ
ー

ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
。 

ス
タ
ッ
フ
一
同
超
健
康
を
あ
な
た
へ
！ 

純
情
と
書
い
て
「す
な
お
」で

朗
ら
か
に
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。 
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公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
、
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー
川

柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』
ポ
プ
ラ
社
編

集
部
（
編
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
） 

・
味
の
な
い 

煮
物
も
嫁
の 

お
も
い
や
り 

海
老
原
順
子
（
女
性
・
茨
城
県
・
57

歳
・
主
婦
） 

・
三
時
間 

待
っ
て
病
名 
『加
齢
で
す
』 

大
原
志
津
子
（
女
性
・
新
潟
県
・
65

歳
・
無
職
） 

・
二
世
帯
を 

建
て
た
が
息
子
に 
嫁
が
来
ぬ 

滝
上
正
雄
（
男
性
・
神
奈
川
県
・
64

歳
・
会
社
員
） 

・
起
き
た
け
ど 

寝
る
ま
で
と
く
に 

用
も
な
し 

吉
村
明
宏
（
男
性
・
埼
玉
県
・
73

歳
・
無
職
） 

・
目
覚
ま
し
の 

ベ
ル
は
ま
だ
か
と 

起
き
て
待
つ 

山
田
宏
昌
（
男
性
・
神
奈
川
県
・
71

歳 

・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
） 

・
延
命
は 

不
要
と
書
い
て 

医
者
通
い 

賣
市
高
光
（
男
性
・
宮
城
県
・
70

歳
・
無
職
） 

・
指
一
本 

ス
マ
ホ
と
オ
レ
を 

つ
か
う
妻 

髙
橋
多
美
子
（
女
性
・
北
海
道
・
51

歳
・
パ
ー
ト
） 

・
湯
加
減
を 

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
聞
く
な 

わ
し
ゃ
無
事
だ 

（
男
性
・
岐
阜
県
） 

・
万
歩
計 

半
分
以
上 

探
し
も
の 

工
藤
光
司
（
男
性
・
大
阪
府
・
68

歳
・
無
職
） 

・
カ
ー
ド
増
え 

暗
証
番
号 

裏
に
書
き 

石
田
る
み
子
（
女
性
・
兵
庫
県
・
59

歳･

地
方
公
務
員
） 
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  介
護
が
必
要
な
く
て
も
電
動
介
護
用
ベ
ッ
ト
？ 

  
     

数
年
前
ま
で
家
族
の
介
護
を
し
て
い
た
方
が
、
寝
た
き
り
の
状

態
の
家
族
が
毎
日
使
用
し
て
い
る
体
位
変
換
も
し
て
く
れ
る
エ
ア

ー
マ
ッ
ト
の
介
護
ベ
ッ
ト
に
寝
て
み
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
私

に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

私
が
寝
心
地
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
？ 

気
に
な
っ
た
の
で
聞
い

て
み
た
ら
「
空
気
の
出
る
音
が
気
に
な
る
し
、
勝
手
に
体
位
を
変

え
ら
れ
る
の
で
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
寝
ら
れ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
よ
！ 

た
だ
慣
れ
た
り
し
た
ら
気
に
な
ら
な
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
そ
も
そ
も
床
ず
れ
予
防
に
は
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
の
介
護

用
ベ
ッ
ト
を
使
う
し
か
仕
方
が
な
い
で
す
ね
。
」
と
使
用
感
を
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
床
ず
れ
予
防
の
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
に
寝
た
方
の
使
用
感
の

こ
と
で
す
が
、
当
然
な
が
ら
介
護
用
ベ
ッ
ト
は
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
タ
イ

プ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
流
は
電
動
ベ
ッ
ト
で
す
。
そ
し
て
最

近
で
は
介
護
に
目
的
を
絞
っ
て
い
な
い
、
汎
用
タ
イ
プ
の
マ
ッ
ト
レ

ス
が
敷
け
る
横
幅
１
メ
ー
ト
ル
の
も
の
も
あ
り
、
介
護
が
必
要

な 

い
方
で
も
こ
う
い
っ
た
電
動
介
護
用
ベ
ッ
ト
を
購
入
さ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
！ 

何
故
介
護
が
必
要
な
い
の
に
こ
う
い
っ
た
ベ
ッ
ト
を
購
入
さ
れ

る
の
か
？ 

ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
か
を
説
明
し
て
い
き
ま
す
。 

 

電
動
介
護
用
ベ
ッ
ト
に
は
モ
ー
タ
ー
が
２
つ
あ
る
タ
イ
プ
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
上
半
身
と
下
半
身
を
好
き
な
角
度
に
変
え
ら
れ

る
ん
で
す
。
こ
の
角
度
を
好
き
に
変
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
を
２
つ
お
伝
え
し
ま
す
。 

１
つ
目
は
逆
流
性
食
道
炎
の
方
で
す
。
逆
流
性
食
道
炎
の
方
は

夜
中
に
寝
て
い
る
時
に
胃
酸
が
逆
流
し
て
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。

そ
れ
で
い
っ
た
ん
目
が
覚
め
て
し
ま
う
と
朝
ま
で
眠
れ
な
く
な
り

昼
間
の
睡
魔
に
悩
む
方
も
い
ま
す
。
ま
た
ご
年
配
の
方
に
な
る
と

寝
て
い
る
間
に
胃
液
が
逆
流
し
、
そ
れ
が
気
管
に
入
っ
た
ら
誤
嚥

性
肺
炎
を
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
は
電
動
ベ

ッ
ト
で
少
し
だ
け
上
半
身
を
起
こ
す
と
胃
酸
が
逆
流
し
に
く
く
な

り
ま
す
。
結
果
的
に
胸
焼
け
な
ど
の
症
状
が
緩
和
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。 

も
う
一
つ
は
良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
の
患
者
さ
ん
が
電
動
介

護
用
ベ
ッ
ト
を
購
入
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
す
。
良
性
発
作
性
頭
位

め
ま
い
症
と
は
耳
が
原
因
の
め
ま
い
の
う
ち
、
お
よ
そ
４
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
良
性
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
命
を
落

と
す
よ
う
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
病
気
の
方
は
起
床
時

と
就
寝
時
に
グ
ル
グ
ル
目
が
回
り
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
の
方
は
楽
に
感
じ
る
寝
姿
勢
が 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 
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訪問リハビリマッサージ 
歩行困難で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方は 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です（施術時間３０分） 

三宅治療院  
初回訪問は無料です。料金・施術内容等、お気軽にお問い合わせください。 

電話 090-9887-0038 

三宅治療院のホームページはこちらの QRコードを 

スマホのカメラで読み取ってください 

日
々
変
わ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
で
も
電
動
ベ

ッ
ト
で
角
度
を
調
整
す
れ
ば
、
そ
の
日
の
め
ま
い
が
起
き
に
く
い

角
度
に
合
わ
せ
た
ら
、
寝
て
い
る
間
に
め
ま
い
が
起
き
る
可
能
性

が
低
く
抑
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
慢
性
状
態
の
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る
方
は
、
ふ
く
ら
は
ぎ

を
僅
か
に
上
げ
る
と
腰
痛
が
マ
シ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電

動
ベ
ッ
ト
で
ベ
ッ
ト
の
下
の
角
度
が
変
え
ら
れ
る
タ
イ
プ
な
ら
ば
、

少
し
だ
け
（
目
安
と
し
て
４
セ
ン
チ
ほ
ど
）
足
を
上
げ
る
と
寝
て
い

る
時
や
起
床
時
の
腰
痛
が
マ
シ
に
な
る
方
が
い
ま
す
。
た
だ
逆
流

性
食
道
炎
や
良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
で
苦
し
ん
で
い
る
方
で
も

今
現
在
布
団
て
生
活
さ
れ
て
い
て
、
今
す
ぐ
電
動
ベ
ッ
ト
は
購
入

で
き
な
い
！ 

っ
て
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
方
向
け
の
工
夫
を
ご
説
明
し
ま
す
ね
。 

逆
流
性
食
道
炎
で
お
悩
み
の
方
で
あ
れ
、
良
性
発
作
性
頭
位
め

ま
い
症
で
お
悩
み
の
方
で
あ
れ
あ
る
程
度
の
効
果
が
期
待
で
き
る

や
り
方
で
す
。 

そ
れ
は
敷
布
団
の
下
に
座
布
団
を
入
れ
て
少
し
だ
け
角
度
を
つ

け
る
と
い
う
や
り
方
で
す
。
こ
の
工
夫
で
寝
に
く
い
と
感
じ
る
な

ら
枕
を
高
く
す
る
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
枕
の
下
に
バ
ス

タ
オ
ル
を
何
枚
か
畳
ん
で
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
注
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
は
枕
を
高
く
あ
げ
す
ぎ
る
と
首
の
骨
に
負
担
が
か

か
り
肩
こ
り
や
首
こ
り
の
原
因
に
繋
が
り
、
睡
眠
の
質
の
低
下
に

繋
が
り
ま
す
。
イ
ビ
キ
が
ひ
ど
く
な
り
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
高
す
ぎ
る
枕
に
は
ご
注 

 

意
下
さ
い
。 

私
の
よ
う
な
職
業
を

し
て
い
る
と
よ
く
「私
、
マ

ク
ラ
難
民
な
ん
で
す
！ 

い
い
マ
ク
ラ
っ
て
何
か
な

い
で
す
か
？
」
っ
て
良
く

聞
か
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
方
む
け
に
い
つ
に
な
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
三

宅
治
療
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
下
に
タ
オ
ル
で
作
る

良
い
マ
ク
ラ
の
作
り
方
の

Y
o

u
T

u
b

e

を
貼
り
付

け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。 「

伏
見
区 

三
宅
治
療

院
」
と
検
索
す
る
か
、
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

伏見区大亀谷万帖敷町 123-36   
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「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」 

 

 

  

初
め
ま
し
て
。
京
都
老
人
ホ
ー
ム
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
介
護
支
援

専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
）
を
し
て
お
り
ま
す
長
谷
川
で
す
。
地
域
の
皆
様
に

は
日
頃
か
ら
法
人
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

私
は
元
々
京
都
老
人
ホ
ー
ム
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
介
護
職
員

と
し
て
働
き
始
め
、
後
に
ケ
ア
マ
ネ
の
資
格
を
取
得
。
介
護
職
と
ケ
ア
マ

ネ
の
兼
務
を
し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の
２
月
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
配

属
と
な
り
、
現
在
は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
職
と
ケ
ア
マ
ネ
の
兼
務

を
し
て
い
ま
す
。 

『
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
』
と
『
養
護
老
人
ホ
ー
ム
』
。
名
前
が
似
て
お

り
、
違
い
が
分
か
り
に
く
い
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
簡
単
に

説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

  

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
は
、
介
護
保
険
法
上
の
「
介
護
老
人

福
祉
施
設
」
で
、
原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
が
、
２
４
時
間

の
介
護
・
生
活
支
援
を
受
け
ら
れ
る
公
的
な
「
終
の
棲
家
」
で
す
。
民
間

施
設
に
比
べ
て
費
用
が
安
価
で
、
長
期
入
所
や
看
取
り
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
が
、
待
機
者
が
多
く
入
居
難
易
度
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
長
期
的
に
安
心
し
て

介
護
を
受
け
た
い
方
に
向
い
て
い
る
施
設
で
す
。  

■
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
養
護
）
は
、
６
５
歳
以
上
で
環
境
的
・
経
済
的
な

困
窮
に
よ
り
自
宅
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
を
対
象
に
、
市
区
町
村
の
措

置
に
よ
り
入
居
す
る
施
設
で
す
。
低
コ
ス
ト
（
収
入
に
応
じ
た
費
用
負
担
、

入
居
金
０
円
）
で
、
食
事
・
生
活
支
援
を
受
け
な
が
ら
社
会
復
帰
を
目
指

し
ま
す
。
介
護
施
設
で
は
な
く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
原
則
提
供
さ
れ
ま
せ

ん 

京
都
老
人
ホ
ー
ム
に
は
特
養
・
養
護
の
ど
ち
ら
の
施
設
も
同
敷
地
内

に
あ
り
、
多
く
の
利
用
者
様
が
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

次
に
養
護
で
の
生
活
の
ご
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。 

現
在
、
養
護
に
は
、
７
５
名
の
利
用
者
様
が
ご
入
居
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
元
気
な
方
が
多
く
、
利
用
者
様
同
士
で
和
気
あ
い
あ
い
と
お
話
を
さ

れ
た
り
、
売
店
で
お
や
つ
や
ジ
ュ
ー
ス
を
購
入
さ
れ
た
り
と
、
活
動
的
に 

社
会
福
祉
法
人 

京
都
老
人
福
祉
協
会 

京
都
老
人
ホ
ー
ム 

養
護
老
人
ホ
ー
ム 

介
護
支
援
専
門
員 

長
谷
川 

美
佳 
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生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
月
の
行
事
で
は
、
脳
ト
レ
や
誕
生
日
会
、
お

寿
司
や
餃
子
の
注
文
、
買
い
物
バ
ス
（
近
く
の
ス
ー
パ
ー
へ
送
迎
し
、
ご
自

由
に
買
い
物
を
し
て
い
た
だ
く
）
等
が
あ
り
、
季
節
毎
で
は
、
お
花
見
や
地

域
の
お
祭
り
へ
の
参
加
、
学
生
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
等
、
利
用
者
様
が
楽

し
み
を
持
ち
な
が
ら
生
き
生
き
と
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
「
楽
し
か
っ
た
よ
」
「
ま
た
連
れ
て
き
て
ね
」
等
と
笑
顔
あ

ふ
れ
る
感
想
を
頂
け
る
時
が
何
よ
り
も
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。 

特
養
と
養
護
で
は
入
所
条
件
や
制
度
が
異
な
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
入

居
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
利
用
者
様
や
そ
の
ご
家
族
は
不
安
を
抱
い
て
ご
入

居
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
不
安
を
取
り
除
く
為
に
は
、

私
達
職
員
が
利
用
者
様
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
支
援
の
良
し
悪
し
が
そ
の
方
の
人
生
の
質
を
左
右
す
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

入
居
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
者
様
と
職
員
が
共
に
過
ご
す
時
間
が
多
い
為
、

利
用
者
様
の
性
格
や
生
活
リ
ズ
ム
、
好
み
を
把
握
し
や
す
い
点
が
あ
り
ま 

す
。
日
々
の
何
気
な
い
会

話
や
仕
草
の
中
で
気
づ

き
や
発
見
が
あ
り
、
私
は

そ
う
い
っ
た
些
細
な
や
り

と
り
の
積
み
重
ね
が
大

き
な
安
心
感
や
信
頼
関

係
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

「
こ
の
施
設
を
選
ん
で

よ
か
っ
た
」
「
こ
の
人
達
が

い
れ
ば
安
心
だ
」
と
思
っ

て
頂
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

職員と一緒にお散歩 

支援学校の生徒さんと

の交流会（手作りのボ

ーリング） 
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情
等
が
起
こ
り
や
す
く
、
良
策
と
考
え
た
こ
と
が
結
果
的
に
は
裏
目

に
で
ま
す
。
訴
訟
争
論
に
注
意
。
失
物
や
盗
難
に
注
意
。
内
面
の
充

実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
現
状
維
持
で
新
し
い
こ
と
は
控
え
る
こ

と
。
腰
か
ら
下
と
鼻
の
病
気
に
注
意
。
吉
方
位
は
西
、
東
北
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
運
気
は
少
し
ず
つ
上
昇
し
、
趣
味
が
増
え
、
ス
ポ
ー
ツ
、
結
婚
、
恋

愛
な
ど
、
特
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
家
庭
的
な
面
で
嬉
し
い
出
来
事
が
い

く
つ
か
あ
る
で
し
ょ
う
。
転
職
な
ど
は
助
言
を
受
け
て
慎
重
に
し
ま
し

ょ
う
。
や
っ
と
ト
ン
ネ
ル
の
明
か
り
が
見
え
て
き
た
月
で
す
。
身

体
中
の
柔
ら
か
い
と
こ
ろ
、
肩
、
腕
な
ど
の
病
気
や
怪
我
に
注
意
が
必

要
で
す
。
吉
方
位
は
東
、
南
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
春
の
陽
気
の
よ
う
に
希
望
に
満
ち
て
、
明
る
い
運
気
の
到
来

で
す
。
吉
運
の
月
な
の
で
、
思
い
立
っ
た
こ
と
は
速
や
か
に
決
行
す

る
方
が
よ
い
。
縁
談
、
開
店
、
起
業
、
移
転
、
普
請
す
べ
て
吉
。
し

か
し
軽
挙
妄
動
は
失
敗
の
も
と
だ
か
ら
、
よ
く
熟
慮
す
る
こ
と
が
肝

要
。
吉
方
位
は
南
、
西
南
、
東
北
。 

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
季
節
に
も
運
気
に
も
春
が
訪
れ
、
ま
さ
に
百
花
繚
乱
、
盛
運
気
を

迎
え
ま
し
た
。
諸
事
努
力
の
し
が
い
が
あ
る
月
で
あ
る
か
ら
、
何

事
も
怠
ら
ず
努
め
る
方
が
よ
い
。
新
規
の
事
は
手
間
取
る
と
邪
魔
が
入 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

四
月
（
六
白
金
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
月
五
日
（
清
明
） 

か
ら
五
月
四
日
ま
で 

 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
今
月
は
吉
神
の
助
け
を
得
て
、
華
や
か
で
強
力
な
運
気
で
す
。
一

気
に
物
事
を
推
し
進
め
、
破
竹
の
勢
い
で
の
快
進
撃
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
文
書
や
印
鑑
の
取
扱
い
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
が

ち
で
す
。
普
段
よ
り
念
入
り
に
確
認
し
、
か
つ
、
処
理
は
テ
キ
パ
キ
と

迅
速
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
何
事
も
月
の
前
半
に
処
理
を
す
る

こ
と
。
吉
方
位
は
東
、
西
南
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
辛
労
の
多
い
わ
り
に
効
果
の
あ
が
ら
な
い
月
で
あ
る
。
迫
害
や
苦 

令和 8 年４月六白金星 
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る
。
遠
方
か
ら
吉
事
の
便
り
が
あ
る
。
吉
方
位
は
西
、
北
、
東
北
。 

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
滞
運
の
月
で
、
何
事
も
思
う
よ
う
に
運
ば
な
い
か
ら
焦
ら
な
い

方
が
よ
い
。
無
理
を
す
る
と
病
難
や
損
失
が
あ
り
が
ち
と
な
る
。
無

計
画
を
避
け
、
足
元
を
固
め
て
常
に
自
戒
の
心
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
中
宮
に
入
る
時
は
何
事
も
静
観
し
、
新
規
事
は
控
え
る
こ
と
。

吉
方
位
は
北
、
西
、
南
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
運
気
は
次
第
に
隆
盛
に
向
か
い
ま
す
。
束
縛
か
ら
開
放
さ
れ
た

よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
積
極
的
に
活
躍
を
始
め
、
短
期
決
戦
を
試
み

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
業
務
上
は
努
力
が
い
の
あ
る
月
で
す
。
新

規
開
始
の
事
は
一
応
年
長
者
の
意
見
を
き
く
方
が
よ
い
。
吉
方
位
は

北
、
西
、
南
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

→
な
ん
と
な
く
心
が
浮
き
立
っ
て
酒
色
で
散
財
し
が
ち
の
と
き
。
普

請
、
造
作
、
移
転
、
旅
行
、
婚
姻
、
就
職
等
吉
。
ま
た
家
庭
に
紛
糾

が
あ
り
が
ち
な
の
で
注
意
が
肝
要
。
人
と
の
繋
が
り
の
中
か
ら
、

様
々
な
喜
び
事
が
生
じ
ま
す
。
吉
方
位
は
東
北
、
北
。 

 

 

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
問

題
も
、
計
画
中
の
事
柄
も
、
少

し
立
ち
止
ま
っ
て
再
検
討
す

る
こ
と
。
一
時
的
な
気
分
で

物
事
を
決
定
す
る
の
で
は
な

く
、
周
囲
の
状
況
を
良
く
見

定
め
、
柔
軟
な
判
断
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
変
化
の
月

で
す
。
現
状
維
持
が
大
切
。

吉
方
位
は
東
、
北
、
西
。 

 

ご予約・お問合せ090-7889-1976 
ホームページをご覧ください 

http://jushu-takashima.com 
〒612-0844 京都市伏見区深草大亀谷東古御香町 100 番地  

ＴＥＬ・ＦＡＸ 075-642-4340 

京都河原町御池鑑定室 
〒604-8006 

京都市中京区河原町通御池下 

丸屋町 403 ＦＩＳビル 2Ｆ 

ＴＥＬ 075-778-5048 
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実
年
会
だ
よ
り 

通
巻
四
百
十
七
号 

創
刊
平
成
三
年
八
月 

令
和
八
年
四
月
一
日
発
行 

  
 

 

藤
城
連
合
実
年
会 

代  

表 
  

  

鈴 

木 

美
恵
子 

編
集
・
制
作 

 

髙 

橋 
 

猛 

 
 

 
 

 

（0
9

0

―4
6

4
1

-0
7

7
7

番
） 

   a
d
o
ta

ka
@

ca
rro

t.o
cn

.n
e
.jp

 

編
集
補
助 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

校 

正 
 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

 
 

 
 

 
 

 

岩
堀
俊
彦 

印
刷
・
製
本 

 

有
志
の
皆
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
小
学
校
の
卒
業
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
や
は
り

目
頭
が
熱
く
な
る
。
胸
の
奥
か
ら
じ
ん
わ
り
と
こ
み
上
げ
て
く
る
も

の
が
あ
る
。
普
段
か
ら
学
校
に
関
わ
り
、
登
下
校
の
見
守
り
や
地
域

行
事
で
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
だ
け
に
、
そ
の
成
長
が
よ

り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
。
校
長
先
生
の
式
辞
の
言
葉
が
印
象
に
残
っ

た
。
入
学
直
後
に
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
で
登
校
で
き
な
か
っ
た

こ
と
、
マ
ス
ク
越
し
で
表
情
も
分
か
り
に
く
い
学
校
生
活
だ
っ
た
こ
と

…
。
改
め
て
思
う
と
、
こ
の
子
た
ち
は
本
当
に
大
変
な
時
期
を
過
ご

し
て
き
た
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
は
思
い

切
り
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
。
い
つ
も
な
が
ら
、
立
派
な
卒
業
式
だ
っ

た
。 

◎
年
度
末
、
そ
し
て
春
の
気
配
。
や
る
こ
と
が
次
々
と
押
し
寄
せ
て
く

る
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
自
分
の
力
の
限
界
を
少
し
超
え
て
い
る
気
が
す

る
。
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
前
に
、
現
場
か
ら
一
歩
引
か
な
け
れ
ば

と
思
う
。
そ
の
代
わ
り
に
出
来
た
時
間
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
費
や
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。 

◎
最
近
、
動
き
が
ゆ
っ
く
り
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。
体
も
思
う
よ
う
に
は

動
か
な
い
。
転
ば
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
体
は

動
か
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
ど
こ
か
で
無
意
識
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏

ん
で
い
る
自
分
が
い
る
。
周
り
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
…
と
考

え
る
こ
と
も
増
え
た
。
ど
う
し
た
も
の
か
と
自
問
自
答
を
繰
り
返
す

日
々
。
け
れ
ど
最
後
は
、
「
ま
あ
、
こ
れ
も
自
分
の
人
生
」
と
、
少
し
肩

の
力
を
抜
い
て
自
分
を
慰
め
て
い
る
。 

◎
Ｗ
Ｂ
Ｃ
は
、
残
念
な
が
ら
期
待
し
て
い
た
よ
う
な
結
果
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
、
最
強
と
ま
で
言
わ
れ
、
優
勝
確
率
も
高

い
と
評
論
家
は
口
を
揃
え
て
い
た
が
、
ど
こ
か
心
の
中
で
嫌
な
予
感

が
し
て
い
た
。
相
手
チ
ー
ム
に
は
大
リ
ー
ガ
ー
が
ず
ら
り
。
や
は
り
世

界
は
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
と
改
め
て
感
じ
た
。
日
本
の
プ
ロ
野
球
は

全
体
と
し
て
の
レ
ベ
ル
は
高
い
と
思
う
が
、
個
々
の
力
で
は
ま
だ
差

が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
い
よ
い
よ
プ
ロ
野
球
が
開
幕
す
る
。
楽
し
み
の

ひ
と
つ
は
大
リ
ー
グ
中
継
だ
。
大
谷
選
手
に
は
、
ケ
ガ
を
し
な
い
で
、

思
い
切
り
プ
レ
ー
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。 

実年会だよりのバックナンバーは、この QRコ
ードからご覧いただけます。ぜひ一度、これま
での歩みもお楽しみください。 
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